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去Aα(T/入2)→bα(T), 去舶 /入2)→ 舶 ),UIA'(T/入2)→ UI(T)
のように各オペ レー ターの ｢極限｣が存在する10ことが示され､(20)は形式的に












lbj=(T),UI(T)]--i 7(〒LJo)D土UI(T), lbo(T),UI(1･)】ニ iー
(; )2
7(0)Dj=UI(T) (25)
















































































































































































































Aβ 7+ Aβb T7+7-70 7a T7o T7
5β 負/ao り- rTo l+
a + <1 ○ ○ ○
b + >1 × ○ ○
-C - <1 × × ×
図 8:線形応答の振幅AβのTl依存性
い｡二つめは､(量子力学的実験すべてに言えることだが)通常､"初期状態"を正しく用意するこ
とは非常に難しいOしかしながらここで扱ったSNf=ま､時間T≫1hpで得られる定常状態から得
られる情報であり初期状態には依存しない量である｡この点から考えると､楽に実験が行えるのでは
ないかという期待をもっことができるO三つめとしてJ(LJ)の制御についてであるが､空洞内に閉じ
込められた電磁場 (ボソン系に対応)と原子 (スピン系に対応)との相互作用を調べるCavityQED
で､電磁場のモー ド (J(W)に対応)の変化に基づいた原子の不安定状態の寿命の制御が成功してい
ることは既に述べた｡すなわち､CavityQEDで研究されている系において､(何らかの近似の意味
においてでも)-ミル トニアン(15)が実現されれば､検証実験-の適用が見込めるのではないだろ
うか｡その他､克服しなければならない技術的困難も少なからず存在するが､以上のような理由によ
り我利まここで扱った問題が十分に実験的検証可能な範囲にあるのではないかと考えているOまたこ
のような実験的検証は確率極限近似そのものの実験的検証にもなっており､より重要な意味を持って
いることも注意したい｡
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